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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
　世界的な食品の安全性確保の考え方について、もう少し詳しく御説明します。食品の安全性確保ということにつきましては、いろいろな経験を通じて、世界各国、とりわけ先進国において、考え方がまとまってきていると考えてよろしいと思います。
　考え方としましては、①国民の健康保護をまず最優先にすることが重要であるということ、②科学的な根拠を重視する、つまり、科学に基づいて安全性を確保していくということ、③生産者、流通業者、消費者などの関係者相互間で相互に情報を交換をして、意思の疎通を図っておく必要があるということ、④政策決定過程等において透明性を確保するということなどが重視されています。
　それでは、こういう考えに基づいて、どのようにして食品の安全性を確保するのか。一つはリスク分析手法というものを用いて食の安全性を確保するということです。このリスク分析については、後ほど詳しく御説明します。
　もう一つは、農場から食卓までの一貫した対策をとると。つまり、我々が消費する段階において食べ物が安全であるためには、食料の一次生産から、加工、流通、消費の各段階で、それぞれが安全性に配慮した取組みを行ない責任を果たすことが重要であると認識されるようになりました。農場から消費の段階に至るまでの各ステップにおいて、常に安全性を確保する必要があるということです。 
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
　リスク分析のお話をする前に、一枚だけ、「農場から食卓までの一貫した対策」について説明します。

　食品安全を達成するためには、食料の一次生産から最終消費まで、全員で協力することが必要です。
　たとえば、大腸菌O157は、どの時点で食品に取り付いても食中毒を起こす可能性があります。生産者の段階でも、流通・加工の段階でも、さらには家庭の台所でも食品を汚染する可能性があります。
　一方、適切な衛生管理がなされていれば、食中毒は未然に防止することができます。「敵を知り己を知れば、百戦危うからず」と言われるように、食品安全をおびやかすものを良く調べ、食べる人も自分自身の体質体調を認識し、対策を取ることが必要だと思います。
　国民各位に、我々は、何を、どのようにして食べているのか、考えていただくことも必要だと思います。多種多様な食材を、色々な食べ方で楽しむ我が国の食生活の安全性を確保するには、生産から消費までの衛生管理が必要です。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
　ここで「リスク」という言葉が出てきましたが、一般的にいろんな場面でリスクという言葉を耳にすると思います。
　食品の安全性を考える上で「リスク」とは、健康に悪影響をもたらすもの、ハザードに出会う機会（確率）と、出会ったときにどの程度の影響を受けるか（影響の程度）ということを合わせ、考えたものが、「リスク」というものになります。
　もう少し分かりやすく表すと、スライドの下に書いてあるように、「いやな事が起こる可能性と起きた時の被害の深刻さ」の程度といえます。
　
【以下、必要に応じて】
　たとえばＢＳＥに例をとってみましょう。ＢＳＥは異常プリオンたんぱく質が牛の脳や脊髄に蓄積し、それを食べることで人間に変異型クロイツフェルト・ヤコブ病が発症するといわれており、この病気は脳がスポンジ状になって命を落としてしまうということになってしまうのですが、その確率というのは、食品安全委員会の今までの評価の中ですと、我が国の人口の中で１人出るか出ないかといったような確率といわれています。
　逆に、食中毒の場合、医者にかかったり、高齢者では命を落とす方もおりますが、確率が高い、つまり、機会が多いということになります。
　我々は、とかく命を落としてしまうといった被害の深刻さに関心を寄せがちですが、ハザードに出会う機会というものも合わせて、バランスよくリスクを捉えていくことが大変重要になります。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
危害要因　物理的要因　用語集訂正　　異物を追加
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